
費用進行基準を採用した
業務に係る分

1¶281¶688¶563 〇 すべての業務で費用進行基準を採用している。
〇 運営費交付金債務残高の発生理由は、自己収入の増加及び経費の削減等によるものである。（注：運営費交付
金の収益化については、自己収入を優先的に充てることとしている。）
なお、中期計画で予定した、本事業年度に実施すべき業務については、計画どおりに実施済みであり、業務
の未達成による運営費交付金債務の翌事業年度への繰越額はない。

計 1¶281¶688¶563

平 成 21 年 度 業務達成基準を採用した
業務に係る分

0 `（業務達成基準を採用した業務は無い）

期間進行基準を採用した
業務に係る分

0 `（期間進行基準を採用した業務は無い）

費用進行基準を採用した
業務に係る分

1¶301¶899¶922 〇 すべての業務で費用進行基準を採用している。
〇 運営費交付金債務残高の発生理由は、自己収入の増加及び経費の削減等によるものである。（注：運営費交付
金の収益化については、自己収入を優先的に充てることとしている。）
なお、中期計画で予定した、本事業年度に実施すべき業務については、計画どおりに実施済みであり、業務
の未達成による運営費交付金債務の翌事業年度への繰越額はない。

計 1¶301¶899¶922

10．運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細
\ 施設費の明細

（単位：円）

区 分 当 期 交 付 額
左 の 会 計 処 理 内 訳

摘 要
建設仮勘定見返施設費 資 本 剰 余 金 そ の 他

中部療護センター 磁気共鳴断層撮影装置（ＭＲＩ）の更新 334¶425¶000 0 334¶425¶000 0

東北療護センター 核医学画像診断装置（ＲＩ）の更新 118¶965¶000 0 118¶965¶000 0

計 453¶390¶000 0 453¶390¶000 0

] 補助金等の明細
（単位：円）

区 分 当 期 交 付 額
左 の 会 計 処 理 内 訳

摘 要
建設仮勘定補助金等 資産見返補助金等 資 本 剰 余 金 長期預り補助金等 収 益 計 上

介護料支給業務費 2¶978¶897¶876 0 0 0 0 2¶978¶897¶876

11．役員及び職員の給与の明細
（単位：千円、人）

区 分
報 酬 又 は 給 与 退 職 手 当

支 給 額 支 給 人 員 支 給 額 支 給 人 員

役 員 85¶149 6 1¶532 1

職 員 2¶463¶957 334 294¶173 27

計 2¶549¶106 340 295¶705 28
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˜
 
号
)

官
報

（注１）支給額は、千円未満四捨五入で表示しております。
（注２）役員の期末現在の人数は５名であり、支給人員と相違しております。

（注３）支給人員は、平均人員数によっております。
（注４）役員報酬基準の概要

理事長 910千円
理 事 752千円
監 事 681千円

を月額として支給しております。その他諸手当については、独立行政法人自動車事故対策
機構役員報酬規程に基づき支給しております。

（注５）職員給与基準の概要
職員の給与は、俸給及び諸手当としております。
俸給及び諸手当は、独立行政法人自動車事故対策機構職員給与規程に基づき支給して
おります。

（注６）報酬又は給与の支給額には、法定福利費（380¶420千円）及び福利厚生費（6¶758千円）を
除いております。
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